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Abstract: This paper introduces a context search engine designed for answering trend-related queries. 

Aiming at narrowing the gap between user’s information need and functions provided by an existing 

search engine, we are developing advanced search engine that focuses on the task of answering 

trend-related queries. As the task of answering trend-related queries is supposed to be common in various 

domains, we expect it could be used for various purposes. After explaining the structure and function of 

the proposed search engine, its potential application and the possibility of improvement are discussed. 

 

1. はじめに 

本稿では，動向に関する問いを対象としたコンテ

クスト検索エンジンについて概説し，想定する活用

方法や今後の開発方針について考察する． 

Web 上に存在する多種多様なリソースへのアクセ

ス手段として，検索エンジンが現在広く用いられて

いる．検索エンジンが一般的な存在となった理由と

して，「指定したキーワードを含む Web ページを見

つける」という基本検索機能が，直感的で検索スキ

ルのないユーザにとってもわかりやすいことが挙げ

られる．また，この基本検索機能がドメイン・タス

クによらず広く一般的に利用可能であること，複数

の検索（クエリ）を組み合わせることで，多様な用

途に利用可能であることなども検索エンジンの利点

といえる． 

しかしその反面，検索エンジンが提供する基本検

索機能は低レベルにとどまっており，ユーザの抱く

検索要求との乖離が大きくなっていると考える．す

なわち，多種多様な情報要求を，検索エンジンに入

力すべき一連のクエリ（キーワード）に分割する必

要があり，一般ユーザにとっては簡単な作業でない

[1,2]．また，熟練者にとっても効率的な情報アクセ

スを阻む要因となっていると考える． 

この問題に対し，動向に関する問いにタスクを限

定することで，現在の検索エンジンよりも高度な検

索機能を提供するコンテクスト検索エンジンを開発

している[3,4,5]．動向に関する問いは幅広いドメイ

ンにみられるものであるため，既存検索エンジンと

同様ドメインによらず利用可能であることが期待で

きる．例えば，最新のニュースに気になる話題があ

った場合に，過去に同様の話題が注目を集めたこと

があったか調べるといった，気軽な用途も考えられ

る．また，データセットの組合せが価値を創出する

データ市場[6]において，多様なリソース間の潜在的

関係を見いだすツールとしても利用可能と考える

[7,8]． 

本発表では開発中のコンテクスト検索エンジンに

ついて紹介するとともに，想定する活用方法，およ

び今後の開発における課題について述べる． 

 

2. 関連研究 

2.1. サーチエンジンの高度化 

既存検索エンジンの知的化・高機能化を目指す研

究はこれまでにも様々に試みられている．代表的な

アプローチとしては，可視化によるインタフェース

の改良[9,10]，自然言語によるクエリ入力を受け付け

るアプローチ[11,12]，検索対象とするドメインを限

定し，専門検索エンジンを構築するアプローチ

[13,14]などが研究されている． 

情報可視化を利用したアプローチでは，クエリ入

力を支援する GUI[10]や，検索結果をクラスタリン

グして提示するといったインタフェース[9]の改良

が研究されてきた．クラスタリングを利用した検索
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エンジンは，Vivisimo や Grokker，Kartoo などが公開

されていたが，定着せずに現在に至っている． 

自然言語によるクエリ入力は，キーワードではな

く文として情報要求を表現可能であるというだけで

なく，検索結果として直接的な回答を期待すること

が暗黙に含まれていると言える．従って，自身の情

報要求を複数のクエリに分解することで必要な情報

を得る，既存検索エンジンとは異なるアプローチで

ある．直接回答を得るアプローチも利用価値の高い

ものと言えるが，利用者の創意工夫により多様な情

報を得ることのできる，現在の検索エンジンと同様

のアプローチも大事であり，継承していくべきと考

える． 

専門検索エンジンに関する研究として，亀井らは，

Web 上に存在するソフトウェア開発に関する知見や

情報を対象とした検索エンジンを提案している[13]．

Web 上に存在するソースコードや付属するドキュメ

ント，Tips などのソフトウェア資源をクローリング

により収集し検索可能としている．ソースコードを

解析し，索引付けすることで，クラス名，引数や返

値の型，行数などを指定した検索を可能としている． 

小久保らは，「検索隠し味」と呼ぶドメインを限定

した専門検索エンジンの構築手法を提案している

[14]．決定木学習を用いて Web ページ集合から抽出

したブール式を，ユーザが入力したクエリに加える

事で，既存検索エンジンの検索結果を特定ドメイン

に特化させている． 

これらの検索エンジンは，検索対象ドメインをあ

る領域に特化させることで，既存検索エンジンより

も効率的な検索の実現を目指している．これに対し，

本稿で紹介するコンテクスト検索エンジンでは，「動

向に関する問い」という，ドメインに依存しないタ

スクを対象とすることで，広く一般に利用可能とい

う既存検索エンジンの特徴を継承するとともに，対

象タスクに特化した高機能な基本検索機能の実現を

図る点で異なる． 

 

2.2. 動向情報 

動向情報とは，ある商品の価格や売上の状況，あ

る会社の業績状況などの時系列データを基として，

その変化を通時的にとらえつつ，総合的にまとめ上

げることで得られるものであり [15]，様々なタス

ク・ドメインにおいて意思決定の材料として用いら

れている．近年，LOD（Linked Open Data）[16]など

として公開されるデータの中にも動向情報は多数存

在し，その活用が期待されている．田代らは，時間

に関連する属性を持つリソースを抽出し，ヒストグ

ラムを描画するツールを提案している[17,18]． 

松下らは，動向情報が含まれるテキストを視覚情

報として要約することを目的として，テキストに含

まれる情報を用いてグラフを描画する方法を提案し

ている[19]．石黒らは，異種情報間の時間的関連性

についての検索をコンテクスト検索と定義し，コン

テクスト検索に基づく対話的な時系列データ分析を

支援するシステムを提案している[20]．為替レート

データとニュース記事の見出しを対象データとして

類似変動区間検索機能，類似イベント検索機能を基

本検索機能として提供している．加藤らは，検索数

やヒット数など，Web 上の動向に関連する基本情報

を Web コンテクスト情報として定義し，これらに基

づく同時期流行アイテムの検索手法を提案している

[21]． 

 

3. コンテクスト検索エンジン 

3.1. システム構成 

 図 1 に，開発中のコンテクスト検索エンジンの構

成を示す．実装には Ruby on Rails3.2，Apache2.2，

MySQL5.0 を用いている．クローラー（Crawler）は

Web 上で公開されている動向情報を収集し，検索対

象とする特徴的な動向変動を計算し，データベース

（DB）に格納する．Web サーバ（Web Server）はク

ライアント（Client）からのクエリを受け付けてデー

タベースを検索し，検索結果をクライアントへ返す．

クライアントとしては通常のWebブラウザからのア

クセスを想定する他，任意アプリケーションからの

利用も可能となるように API も実装している． 

 

3.2. 動向データの収集 

 開発中のコンテクスト検索エンジンでは，Web か

ら収集可能な動向情報を以下の二種類に大別し，収

集している． 

 

・ Web コンテンツとしての動向データ：各アイテ

ムの価格や販売量に関する統計データの様な，

各企業や組織・団体によりコンテンツとして公

開される動向情報 

・ Web 利用としての動向データ：各アイテムをキ

ーワードとして既存検索エンジンで検索した際

のヒット数や，ブログ記事数などといった，Web

上でのユーザ活動により発生する動向情報 
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図 1．コンテクスト検索エンジンの構成図 

 

開発中のコンテクスト検索エンジンでは，前者と

して総務省統計局から人口や雇用者に関する統計デ

ータなどを収集している．また，後者として Google 

Trends の検索数などを収集している．現在検索可能

な動向データ数を表 1 にまとめる．なお，Web コン

テンツ，Web 利用データ両方のリソースを持つアイ

テムが存在するため，アイテム数の合計は両データ

のアイテム数の和よりも小さくなっている． 

 

表 1. 収集した動向データの概要 

 
Web コン

テンツ 
Web 利用 合計 

アイテム数 179 27,690 27,848 

リソース数 186 28,426 28,612 

 

3.3. 検索機能 

 コンテクスト検索エンジンでは，「既存検索エンジ

ンよりも動向に関して高度な検索が可能であるこ

と」，「複数の検索を組み合わせることで，動向に関

するユーザの多様な問いに答えられること」を設計

方針としている．これらを満たすために，以下の３

種類の基本検索機能を実装している． 

 

(1) 指定したアイテムに関する動向（リソース）が

特徴的変動を示した期間の検索 

(2) 指定した期間に特徴的変動を示したアイテム・

動向の検索 

(3) 指定したアイテムに関する動向が特徴的変動を

示した期間に同様の変動を示したアイテム・動向の

検索 

 

 変動に関しては，現状では以下の６種類について

利用可能であるが，今後追加をしていく予定である． 

 

・ 最大値（MAX）／最小値（MIN）：各動向情報が

最大値／最小値を取る月 

・ 急上昇（SI）／急下降（SD）：3 ヶ月以内に，そ

の動向情報の|最大値−最小値|の 1/5 以上の単調

増加／減少が見られる期間 

・ 山形（PEAK）／谷形（BOTTOM）：その動向情

報の|最大値−最小値|の 1/10 以上の単調増加／減

少が見られた後，減少／増加に転じた期間 

 

 クエリの例を以下に示す． 

 

・[自転車 PEAK @period]：自転車（アイテム）に関

する何らかの動向が山形となった期間の検索 

・[2008/05-12 BOTTOM @item]：2008 年 5～12 月の

間に何らかの動向が谷形となったアイテムの検索 

・[iPad S+ヒット数 MAX @item]：iPad のヒット数

が最大となる期間に同じ変動をしたアイテムの検索 

 

 最後の例で，「S+ヒット数」は検索対象とする動

向を指定している． 

 クエリの入力に関して，初期のコンテクスト検索

エンジンでは上記クエリをユーザが直接入力する形

式を採用していた．それでも正しいクエリが入力さ

れる割合は商用検索サービスと同程度であることを

確認しているが[5]，フォーム形式を採用したインタ

フェースも開発している[22]．フォーム形式を採用

したインタフェースのスクリーンショットを図 2 に

示す．変動タイプおよび出力タイプについてはプル

ダウンメニューから選択して指定可能となっている． 

 

 

図 2. フォーム形式のクエリ入力インタフェース 

 

 図 3 に，検索結果画面のスクリーンショットを示

す．現状ではランキング機能はなく，クエリを満た

 人工知能学会 インタラクティブ 
   情報アクセスと可視化マイニング研究会(第10回) 
   SIG-AM-10-02

11-　　　-



すアイテムや期間などが列挙される．各検索結果は

アイテム名，リソース名，クエリを満たす期間，当

該情報が都道府県などに関するものの場合は該当地

域から構成される．アイテム名をクリックすること

で，その動向の折れ線グラフが表示される．また，

各検索結果の右端には Google 検索へのリンクがあ

り，これを利用してアイテム名＋動向名をクエリと

し，期間をオプションとして指定した Web 検索を行

うことができる．これにより，該当時期の Web 上で

の話題などを調べることが可能である． 

 

 
図 3. 検索結果画面のスクリーンショット 

 

4. コンテクスト検索エンジンの活用

と機能拡張 

4.1. データリソース間の関係発見 

 コンテクスト検索エンジンの活用例の一つとして，

異なるデータリソース間の関係発見に利用すること

を検討している．官公庁や地方公共団体を中心とす

るオープンデータの流れや，ビッグデータなどのキ

ーワードに代表されるデータ活用への意識の高まり

により，異なるデータを組み合わせて新たな価値を

創造する必要性が指摘されており，データ市場に対

する関心が高まっている．データ市場においてやり

とりされるデータリソース（データセット）の中に

は内容を公開できないものも存在するため，内容を

公開することなく，その価値を見積もることを可能

とするためにデータジャケットの概念が提案されて

いる[23]．データジャケットはデータリソースの変

数名といったメタデータや概要を記述したものであ

り，これを利用することで価値を生み出すデータリ

ソースの組合せなどを検討する．IMDJ (Innovators 

Marketplace on Data Jackets)ではデータジャケットを

利用し，市場の多様な利害関係者がワークショップ

形式で議論を通じながら自身の問題解決に繋がるデ

ータリソースの組合せを発見する．一般に，データ

リソース間の関係を見つけるためには，共通あるい

は関連するインスタンスに着目したり，関連する属

性に着目するなどのアプローチが一般的と考えられ

る[8]．これに対し，コンテクスト検索エンジンを利

用した場合には，動向情報の関連性の観点からデー

タリソース間の関係を発見することが期待できる．

同時期に流行したなどの時間的関連性は，時系列性

のあるリソースで，データ収集期間にオーバラップ

があれば計算可能であるため，より多様なデータリ

ソース間の関係発見に貢献することが期待できる． 

これまで，開発者および実験協力者がコンテクス

ト検索エンジンを利用し，動向情報の観点からアイ

テム間の関係を発見することを試みている．これま

でに発見した事例をいくつか紹介する．前掲の図 3

は，インフルエンザと同時期に動向情報が急上昇す

るアイテムの検索結果である．ここで，急上昇する

期間は複数存在することがあり得るため，検索結果

には同じアイテム・リソースが複数回出現している．

図より，インフルエンザと同時期に動向情報（検索

件数）が急上昇するアイテムとして，空気清浄機が

検索されていることがわかる．これは，空気清浄機

の高機能なものには，インフルエンザへの効果をう

たったものがあることに対応している． 

この他，以下のような関連アイテムが発見されて

いる． 

 

(1) 原発と自転車 

(2) カメラとビデオカメラ 

(3) キャベツとトマト 

(4) いちごとフグ 

(5) 炊飯器と JR 西日本 

 

 (1) に示した二つのアイテムは，共に 2011 年 3 月

から 12 月の間に動向情報が最大値を迎えている．当

該期間は東日本大震災直後であり，原発の検索数が

検索結果に含まれているのは妥当な結果と言える．

一方，自転車は販売量に関する動向情報が当該期間

に最大値を迎えていた．当時のニュース記事などを

確認したところ，交通機関が止まった場合の交通手

段や，省エネのために自転車を購入する人が増加し

ており，それが反映した結果と言える．原発と自転

車の間には一見関係はないように考えられるが，動

向を切り口とすることで，自転車販売量と原発検索
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数という異なるデータリソース間の関係が発見でき

た事例といえる． 

上記の例は，あるイベント（東日本大震災）が共

通の原因となって，同時期に同様の動向変動が見ら

れたものである．同様の根拠により関係が発見され

た事例として，(2) に示す二つのアイテムは，2012

年 4～5 月に価格が高騰していた．この原因としては，

2011 年にタイで発生した洪水により，電子機器の部

品工場が多数被害にあったことが考えられる．カメ

ラとビデオカメラは元々関連の深いものと言えるが，

同様の特徴的な変動が観測された原因としては興味

深いものと考える．(3) のキャベツとトマトの例で

は，天候不順のため同じ時期に価格が高騰している

ことによって関連性が生まれており，同様の根拠に

基づくものと言える． 

上記とは異なる根拠に基づく関連性として，(4) 

の例では周期性のある動向変動が根拠となって関係

が発見されている．例えば，いちごとフグは旬や収

穫時期が 3, 4 月と一致しており，その時期に価格が

下落していることにより動向情報上の関連が生まれ

ている． 

 二つのアイテムに直接関係する話題が発生したこ

とによって関連性が生まれるケースも見られた．(5)

に示した炊飯器と JR 西日本に関しては，「JR 西日本

商事が今春で引退する特急電車を模した炊飯器を発

売」というジョーク画像がネット上で話題となり，

両アイテムの検索数が上昇したことが原因となって

いる． 

この様に，一口に動向情報と言っても，多様な根

拠に基づく関係の発見が可能であり，異なるデータ

リソース間の関係に気づくきっかけとして活用でき

ると考えている． 

 

4.2. 機能拡張に向けての考察 

 コンテクスト検索エンジンの設計方針は，「幅広い

ドメインに適用可能であり，利用者の創意工夫によ

り多様な情報要求を満たすことができる」という現

在の Web 検索エンジンの利点を継承しつつ，タスク

を動向に関する問いに答えることに限定することで，

より高度な基本検索機能を提供することである．こ

れを踏まえ，今後の機能拡張などについては以下に

取り組む必要があると考えている． 

 

(1) 検索エンジンとしての機能拡張 

(2) データベースの拡充 

(3) 活用方法の検討 

 

検索エンジンのとしての機能拡張に関しては，変

動タイプの追加といった，コンテクスト検索エンジ

ンに特有の機能拡張を検討している．この他，既存

の Web 検索エンジンとのアナロジーにより，実装す

べき機能について検討することで，既存検索エンジ

ンの良さを継承可能と考えている．例えば，現在の

検索エンジンでは，検索結果はランキングされてユ

ーザに提示される．これにより，ユーザは欲しい情

報を効率よく発見できている．また，ランキングは

検索エンジンをデータベース検索と区別する大きな

特徴でもあると考える．データベース検索では，利

用者が検索したいものが満たす条件を具体的に指定

する．また，検索結果をソートする場合もその条件

は利用者が指定する．これに対し検索エンジンでは，

検索オプションとして AND，OR などを指定したり，

ファイルタイプやドメインなどを限定することもで

きるが，データベース検索ほど詳細なものではない．

また，ランキングに関しては利用者が条件を指定す

る必要はない．すなわち，事前の検索意図はある程

度漠然としていて，検索結果を見て発見するという

行為が前提となっているのが検索エンジンであると

言える．従って，開発中のコンテクスト検索エンジ

ンも，ランキング機能を導入することが必須と考え

ている． 

現在の検索エンジンでは，多様な要因を考慮して

ランキングが決定されていると言われている[24]．

また，これらの多様な要因は，ランキング学習によ

り統合され，スコアを決定する関数が決定される

[25]．コンテクスト検索エンジンにおいても，時系

列データとしてみた場合の特徴や，クエリとの適合

性など多様な要因について検討し，ランキングを導

入することを計画している． 

検索エンジンに近年導入された拡張としては，ス

ニペット[26]，クエリ推薦が挙げられる．スニペッ

トはWebページ中でクエリに指定された単語を含む

部分を抽出し，検索結果の一部として提示されたも

のである．スニペットにより，指定した単語が Web

ページ中でどのように出現するかがわかるため，検

索結果画面から実際のWebページへ遷移することな

しに結果を吟味することが可能となる．このことは

効率的な情報発見に貢献している．コンテクスト検

索エンジンにおいては，現在は別画面として提示し

ている動向情報の折れ線グラフをスパークラインと

して検索結果画面に描画することで，スニペットの

役割を果たすことが期待できるため，現在実装を進

めている[22]． 

クエリ推薦は，クエリに追加することで検索結果

の絞り込みに有効であることが期待できるキーワー

ドを利用者に提案する技術であり，クエリログを利

用して生成される．すなわち，検索におけるベスト

 人工知能学会 インタラクティブ 
   情報アクセスと可視化マイニング研究会(第10回) 
   SIG-AM-10-02

13-　　　-



プラクティスの共有と見ることもできる．コンテク

スト検索エンジンにおいては，複数の基本検索機能

を提供し，これらを組み合わせて多様な情報要求を

満たすことを想定している．その様な検索の組み合

わせを誘発するためには，現在入力中のクエリに対

する推薦だけでなく，次に実行すると良いクエリを

提案することも重要と考え，現在その推薦手法を検

討している． 

(2)に挙げたデータベースの拡充に関しては，検索

可能なアイテム数やリソース数の増加が挙げられる．

検索可能なアイテム数を増加させるためには，多数

のアイテムに関する動向情報を含む巨大なリソース

を取り入れることが効果的であり，Wikipedia のペー

ジビューデータ[27]を検索可能にする準備を現在進

めている．リソース数の増加は，4.1 節に示したデー

タリソース間の関係発見においても，意外な関連性

を見つけるうえで重要と考えている．この時，異な

る Web サイトでは，それぞれ異なる様式でデータが

公開されていることが一般的であるため，ラッパー

構築のコストが問題となる．従って，SPARQL で統

一的にアクセス可能な LOD はラッパー構築コスト

の観点から魅力的であり，導入を検討したいと考え

ている． 

(3)に挙げた活用方法に関しては，現在は 4.1 節に

挙げた関係発見を中心に考えているが，気軽かつア

ドホックな利用も含め，多様な活用方法について検

討をしていきたいと考えている．そのためには，コ

ンテクスト検索エンジンを継続的に運用し，利用事

例を収集することが効果的であるため，公開に向け

た整備を進めている． 

 

5. おわりに 

 本稿では，動向に関する問いに答えることに特化

したコンテクスト検索エンジンについて概説し，そ

の活用や今後の機能拡張の方向性について考察した．

コンテクスト検索エンジンは，幅広いドメインに適

用可能という既存検索エンジンの特徴を継承しつつ，

タスクを動向に関する問いに答えることに限定する

ことで，より高度な基本検索機能を提供することを

目的としている．利用者の創意工夫を引き出し，多

様な情報要求を満たすことを支援できるような検索

エンジンの実現を目指し，本稿で考察したような機

能拡張に取り組んでいく予定である． 
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